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長期入所者等がマイナンバー通知カードを入所等先で受け取るに当たっての 

居所情報の登録申請が間に合わなかった場合の取扱いについて（通知） 

 

本県の高齢者保健福祉行政の推進につきまして、日頃から御協力いただき厚くお礼申し

上げます。 

長期入所者等の居所情報の登録手続については、「長期入所者等がマイナンバー通知カ

ードを入所等先で受け取るに当たっての居所情報の登録申請等について（依頼）」（平成

27年８月 26日付）及び「長期入所者等がマイナンバー通知カードを入所等先で受け取る

に当たっての居所情報の登録申請に関する更なる周知等について（依頼）」（平成 27年

９月17日付）で協力依頼を行ったところです。 

今般、別添のとおり総務省より各都道府県に対し、「登録対象者による居所情報の登録

申請が間に合わなかった場合等の取扱いについて（通知）」（平成 27年 10月５日総行住

第 155号総務省自治行政局住民制度課長通知）が発出されました。この通知により、同年

９月 25日の申請期限を過ぎた後も、住民票のある市区町村に居所情報登録をしていただ

くことにより、居所へ通知カードが再送されること等が整理されました（施設入所者等に

関係する部分は下記参考のとおり）。 

つきましては、別添を御確認の上、居所情報の登録申請が間に合わなかった長期入所中

等の方に対する、居所情報の登録に御協力くださるようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：別添通知から抜粋） 

１．番号利用法の施行時の住民への通知カードの送付に関し、登録対象者による居所情報の登

管理者 殿 



録が間に合わなかった場合等における取扱い 

(1) 登録対象者による居所情報の登録が間に合わなかった場合、通知カードの送付を受ける

までに登録された居所地から他の居所地に移動し（住所異動は無し）、当該登録された居所

地には誰もいなくなった場合、通知カードの送付を受けるまでに住所地から居所地へ移動し

て（住所異動は無し）登録対象者となり、当該住所地には誰もいなくなった場合などにおい

ては、当該登録対象者は当該住所地又は当該登録された居所地で通知カードの送付を受ける

ことができないため、当該通知カードは住所地市区町村に返戻されることとなるが、その場

合、次のア又はイのいずれかの対応を行うことができる。 

ア 当該通知カードが住所地市区町村に返戻された後、当該住所地市区町村において住民票

の記載事項の確認・調査を行い、他の市区町村への転出が確認されなかった場合や住民票の

消除が行われていない場合には、一定期間（３月程度）当該通知カードを保管することとな

る。 

 当該通知カードの交付については、本人若しくはその代理人に来庁させ、若しくは職員が

本人のもとへ出向き、又は再度簡易書留郵便等で本人に送付することにより行うものとされ

ている。 

イ 当該登録対象者に再度送付することとなった場合において、やむを得ない理由により当

該登録対象の新しい居所地に再度送付するときは、居所情報登録事務処理要領第２に準じて

当該登録対象者に居所情報の登録申請を行ってもらい、登録された居所地に当該通知カード

を再度送付する。 

 

 

 

問い合わせ先 

          高齢施設課 

福祉施設グループ    伊東（045-210-4851） 

                   保健・居住施設グループ 大井（045-210-4856） 

 

 

 


